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事業の実施内容及び成果に関する報告書 

１ 事業名 

  ２０２６年度地域社会及消費者の安全・安心に資する活動補助事業 

 

２ 事業の実施経過  

① 第３８回全国篤志面接委員大会 

 ２０２５年１０月 １日 印刷物納品 

１０月 ７日 全国篤志面接委員大会開催 

      １０月２９日 テープ起こし原稿納品 

 ２０２６年  ３月 ３日 印刷物納品 

② 令和７年度篤志面接委員初任者・リフレッシュ研修会 

２０２５年１２月 ４日 篤志面接委員初任者・リフレッシュ研修会開催 

  ２０２６年 ３月 ３日 印刷物納品 

③ 第３７回北海道矯正管区管内篤志面接委員研修網走大会 

２０２５年 ７月１６日 印刷物納品 

       ７月１７日・１８日 北海道矯正管区管内篤志面接委員研修網走大会開催 

１０月２２日 文字起こし原稿納品 

 ２０２６年 ２月２０日 印刷物納品  

③  第６７回東北矯正管区管内篤志面接委員研修山形大会 

２０２５年 ７月 ７日 印刷物納品 

       ７月１１日 東北矯正管区管内篤志面接委員研修山形大会開催 

       ９月１９日 文字起こし原稿納品 

１１月２０日 印刷物納品 

 ⑤ 第６７回関東矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

２０２５年１１月１３日 印刷物納品 

      １１月２０日 関東矯正管区管内篤志面接委員研究協議会開催 

 ２０２６年 ２月１６日 印刷物納品 

⑥ 令和７年度中部矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

２０２５年１０月２４日 印刷物納品 

      １０月２９日 中部矯正管区管内篤志面接委員研究協議会開催 

１２月 ２日 文字起こし原稿納品 



(別紙１) 

(2/15) 

 ２０２６年 １月２９日 印刷物納品 

⑦ 令和７年度近畿矯正管区管内篤志面接委員研究会 

２０２５年１０月２４日 印刷物納品 

      １０月３０日 大阪矯正管区管内篤志面接委員研究会開催 

１１月２５日 テープ起こし原稿納品 

 ２０２６年 ３月 ４日 印刷物納品 

⑧ 第３８回中国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

２０２５年１０月１６日 印刷物納品 

      １０月２３日 広島矯正管区管内篤志面接委員研究協議会開催 

      １１月１２日 テープ起こし原稿納品 

 ２０２６年 ２月 ６日 印刷物納品 

⑨ 第６４回四国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

２０２５年１１月１７日 印刷物納品 

      １１月１９日 四国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会開催 

 ２０２６年 ２月１８日 印刷物納品 

⑩ 令和７年度九州矯正管区管内篤志面接研究会長崎大会 

２０２５年１１月１１日 印刷物納品 

      １１月１９日・２０日 九州矯正管区管内篤志面接研究会長崎大会開催 

 ２０２６年 ２月 ９日 印刷物納品 

 

３ 実施内容及び成果 

 （１）実施内容 

① 第３８回全国篤志面接委員大会 

ア 実施日 

２０２５年１０月 ７日（火）午後１時３０分から午後５時５０分 

イ 会場 

東京都千代田区霞が関１-１-１ 

中央合同庁舎第６号館Ａ棟 法務省地下大会議室 

ウ 参加者 

計１２３名（篤志面接委員８９名 その他関係者３４名） 

エ 目的 

全国の篤志面接委員が一堂に会し、長年篤志面接活動に従事し優れた功績のあ
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った篤志面接委員を顕彰するとともに、刑法改正等近時の矯正の流れを踏まえ、

篤志面接活動の内容の充実と効果的な指導方法について研究討議する。 

オ 内容 

(ア)基調講演 

演題 「更生保護の取組」 

講師 法務省保護局更生保護振興課長 石川 祐介 氏 

(イ)意見交換（Ａ～Ｉの９グループ別に実施） 

大テーマ 「これからの篤面活動に思うこと」 

小テーマ 「個別相談面接について」 

「改善指導・生活指導・教科指導などについて」 

「教養・趣味の指導などについて」「その他の指導について」 

② 令和７年度篤志面接委員初任者・リフレッシュ研修会 

ア 実施日 

２０２５年１２月 ４日（木）午前１０時～午後４時３０分 

イ 会場 

東京都千代田区霞が関１-１-１ 

中央合同庁舎第６号館Ａ棟 法務省地下大会議室東 

ウ 参加者 

計７２名（篤志面接委員６１名 その他関係者１１名） 

エ 目的 

委嘱後の期間が比較的短い篤志面接委員に対しては、篤志面接活動の実務に必

要な基本的な知識、技術等を付与し、面接活動に伴う不安や疑問を可能な限り解

消して、その活動意欲を喚起することを目的とする。 

委嘱後一定年数以上の経験豊かな篤志面接委員に対しては、委員としての活動

を振り返り、原点に立ち返って意義と役割を再確認し、その活動意欲を一層高め

ることを目的とする。 

オ 内容 

(ア) 講話 

講話Ⅰ 「拘禁刑の創設と受刑者処遇」 

講師 法務省矯正局成人矯正課企画官  畠山 智行 氏 

講話Ⅱ 「篤志面接活動の歴史・制度と現在の課題」 

講師 全国篤志面接委員連盟 理事長 松田美智子 
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講話Ⅲ 「面接指導技術」 

講師 長野大学社会福祉学部教授 小林 万洋 氏 

(イ) 班別討議（班編成） 

Ａ班：精神的煩悶・個別相談等（司会：佐藤良彦副会長） 

Ｂ班：釈放前指導・個別相談等（司会：野口善國常任理事） 

Ｃ班：教養指導・個別相談等（司会：郡嶋かおる常任理事） 

Ｄ班：教養指導等（司会：宮田修常任理事、泉美穂常任理事） 

Ｅ班：教養指導等（司会：岩見屋健常任理事） 

Ｆ班：精神的煩悶・個別相談等（司会：前田直子副会長） 

Ｇ班：精神的煩悶・個別相談等（司会：大川哲次副会長） 

Ｈ班：リフレッシュ研修①（司会：室井誠一常任理事） 

Ｉ班：リフレッシュ研修②（司会：徳力賢隆常任理事、柿崎伸二副理事長） 

③ 第３７回北海道矯正管区管内篤志面接委員研修網走大会 

ア 実施日 

２０２５年７月１７日（木）午後２時４５分から午後５時 

２０２５年７月１８日（金）午前１１時４０分まで午前１１時４０分 

イ 会場 

網走市南２条西３丁目７番地 

網走セントラルホテル 

ウ 参加者 

計８１名（篤志面接委員３７名 その他関係者４４名） 

エ 目的 

矯正施設に収容されている被収容者に対し、クラブ活動や法律相談及び精神的 

煩悶等の面接を通じて心情の安定や道徳意義の高揚を図るための指導を行う篤 

志面接委員が、各参加者からの面接技術や実践報告等の研究発表及び意見交換を 

通じて自己の研鑽に励むことを目的とする。 

オ 内容 

(ア)講演 

演題「北方民族の歴史と文化」 

講師 北海道立北方民族博物館館長  呉人 惠 氏    

(イ)研究発表 

・「『面白い！』が人生豊に」 
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発表者 旭川刑務所篤志面接委員  御厩 京香 

助言者 旭川刑務所統括矯正処遇官 細砂 祐介 氏 

・「書道を通して思うこと」 

発表者 帯広刑務所篤志面接委員  戸出 峯信 

助言者 帯広刑務所統括矯正処遇官 松岡 俊彦 氏 

・「見えないものを探して」 

発表者 紫明女子学院篤志面接委員 佐藤 幾子 

助言者 紫明女子学院統括専門官  鈴木 さやか 氏 

 

④ 第６７回東北矯正管区管内篤志面接委員研修山形大会 

ア 実施日 

２０２５年 ７月１１日（金）午前１０時から午後３時１０分 

イ 会場 

山形県山形市本町１－７－４２ 

山形グランドホテル「サンリヴァ」及び「白鳥の間」 

ウ 参加者 

計８４名（篤志面接委員４３名 その他関係者４１名） 

エ 目的 

東北矯正管区管内の篤志面接委員が一堂に会し、矯正施設における篤志面接活 

動の充実と効果的な運営について研究討議する。 

オ 内容 

(ア)講演 

演題「被害者の視点」 

講師 被害者と司法を考える会代表 片山 徒有 氏 

(イ)研究討議 

大会テーマ「時代に応じた篤志面接委員の意義と役割の再発見！」 

      ～これからの社会とのつながりを求めて～ 

討議題「“よりそう”篤志面接活動とは 

～やがて、私たちと共に生きる仲間のために～」 

(ウ)全体協議会 

 

⑤ 第６７回関東矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 
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ア 実施日 

２０２５年１１月２０日（水）午後１時から午後５時１５分 

イ 会場 

  埼玉県さいたま市中央区新都心２－１  

さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階共用大会議室５０１ 

ウ 参加者 

計１４１名（篤志面接委員７０名 その他関係者７１名） 

エ 目的 

関東矯正管区の矯正施設で活動する篤志面接委員が一堂に会し、篤志面接活動

に資する知見を深め、その役割や責任を自覚するとともに、篤志面接活動を充実

させるための効果的な指導方法等について意見や情報を交換し、研究討議する。 

オ 内容 

(ア)講演 

演題「オープンダイアローグの考え方や手法について」 

講師 つくばダイアローグハウス院長 斎藤 環 氏 

(イ)個別発表 

グループ①「家庭との関係修復が必要な被収容者への援助について」 

グループ②「個別面接実施前後の施設職員との情報共有について」 

グループ③「拘禁刑導入と篤志面接委員の役割について改めて考える」 

グループ④「面接時に心掛けていること・工夫していること」 

グループ⑤「集団指導時に心掛けていることについて改めて考える」 

グループ⑥「再犯・再非行防止のために必要な支援について」 

グループ⑦「篤志面接委員活動で苦労していること・難しいと感じること」 

グループ⑧「クラブ活動時に心掛けていること・工夫していること」 

グループ⑨「障害等の生きづらさを抱えた者への働き掛けについて」 

グループ⑩「当日の講演を聞いて思うこと」 

 

⑥ 令和７年度中部矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

ア 実施日 

２０２５年１０月２９日（水）午後１時３０分から午後４時４５分 

イ 会場 

富山県富山市牛島町１１－１ 
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オークスカナルパークホテル富山 

ウ 参加者 

計９０名（篤志面接委員４９名 その他関係者４１名） 

エ 目的 

所属篤志面接委員の篤志面接活動に関する研究協議の促進を図り、さらに相互

の親睦を図ることを目的とする。 

オ 内容 

(ア)講演 

演題「自立を促す認知カウンセリング」 

講師 富山大学教育学部講師 博士（心理学） 小澤 郁美 氏 

(イ) 意見発表 

・「心掛けていること～共に成長を願って～」 

発表者 名古屋刑務所所属篤志面接委員 奥村 幸司 

・「いち篤志面接委員の現状活動からの意見」 

発表者 瀬戸少年院所属篤志面接委員 小泉 千景 

・解 説「拘禁刑下における矯正処遇の在り方等について」 

解説者 富山刑務所長 小阪 知晃 氏 

(ウ) 意見交換総合司会 富山刑務所所属篤志面接委員 田中 常弘 

 

⑦ 令和７年度近畿矯正管区管内篤志面接委員研究会 

ア 実施日 

２０２５年１０月３０日（金）午後１時から午後５時 

イ 会場 

大阪市中央区町馬場町２－２４ 

ＫＫＲホテル大阪（銀河） 

ウ 参加者  

計１５３名（篤志面接委員８５名 その他関係者６８名） 

エ 目的 

拘禁刑が本年６月から施行され、新たな取り組みについて何ができるのか。ま

た、これからの篤志面接委員の在り方について考える。 

オ 内容 

(ア)講演 
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演題「人を変え社会を変えるのは『教育』しかない」 

   ～生きる力を育む心のスポンジ教育プログラム～ 

講師 株式会社良心塾 代表取締役 黒川 洋司 氏 

(イ)研究発表 

「支援について考えてみましょう～篤志面接委員活動の深化をめざして～」 

発表者 

加古川刑務所所属篤志面接委員 髙木 佳子 

和歌山刑務所所属篤志面接委員 白杉 武志 

京都拘置所所属篤志面接委員  井山 信久 

   播磨学園所属篤志面接委員   木南 志津香 

助言者 

     奈良少年院所属篤志面接委員  大川 哲次 

 

⑧ 第３８回中国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

ア 実施日 

２０２５年１０月２３日（木）午後１時から午後５時 

イ 会場 

岡山県岡山市中区浜２－３－１２ 

岡山プラザホテル５階「延養の間」 

ウ 参加者 

計９６名（篤志面接委員４８名 その他関係者４８名） 

エ 目的 

中国矯正管区管内篤志面接委員が一堂に会し、矯正施設における篤志面接活動

の充実と効果的な指導方法について研究討議を行う。 

オ 内容 

(ア) 研究討議 

・演題「美祢社会復帰促進センターにおける篤志面接活動」 

発表者 美祢社会復帰促進センター所属篤志面接委員 佐藤 忠典 

・演題「私の指導内容について」 

発表者 鳥取刑務所所属篤志面接委員 北村 誠人 

(イ)講演 

演題「社会的養育への一つの試み」～抱っこから始めるボランティア～ 
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講師 一般社団法人ぐるーん代表理事 河本 美津子 氏 

 

⑨ 第６４回四国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

ア 実施日 

２０２５年１１月１９日（水）午後１時１５分から午後４時４５分 

イ 会場 

香川県高松市兵庫町９番地９ 

東急REIホテル「讃岐・玉藻」 

ウ 参加者 

計５１名（篤志面接委員２７名 その他関係者２４名） 

エ 目的 

篤志面接委員は、被収容者の再犯・再非行防止を目的とする矯正指導や矯正教

育などに対し、重要な役割を担っていることを踏まえ、社会と被収容者を結ぶ架

け橋としての役割を達成するため、四国矯正管区管内篤志面接委員間の相互理解

及び情報交換並びに篤志面接委員個々の指導力の向上を行うことを目的とする。 

オ 内容 

(ア) 講演 

演題「多様な価値観の共生時代：社会の風を矯正に」 

講師 香川大学 副学長 平野 美紀 氏 

(イ) 研究発表 

・「点字クラブの活動を通して」 

発表者   高松刑務所所属篤志面接委員 有田 幹子 

高松刑務所所属篤志面接委員 多田 惠美子 

助言者   高松刑務所統括矯正処遇官（教育担当） 安冨 貴裕 氏 

・「これからの社会とのつながりを求めて」 

発表者   高知刑務所所属篤志面接委員 鍋島 孝誠 

助言者   高知刑務所統括矯正処遇官（教育担当）別府 愼二 氏 

 

⑩ 令和７年度九州矯正管区管内篤志面接研究会長崎大会 

ア 実施日 

２０２５年１１月１９日（水）午後１時から午後５時 

２０２５年１１月２０日（木）午前９時から午前１１時 
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イ 会場 

長崎県諫早市宇都町３－３５ 

ホテルグランドパレス諫早 

ウ 参加者 

計１３１名（篤志面接委員６９名 その他関係者６２名） 

エ 目的 

矯正施設における篤志面接活動の充実化のため、管内の篤志面接委員が一堂に 

会し、互いの活動状況や、活動に資する講演を聴講することによって、委員の指 

導技能向上及び見識を深めることを目的とする。 

オ 内容 

(ア) 分科会 刑事施設と少年施設共同で、６つのグループに分かれて研究討議 

・第１部（共通テーマ） 

「篤志面接活動を通して得た学びや発見について」 

・第２部 （選択テーマ） 

「被収容者と接するときに心掛けていることについて」 

「被収容者の自立心を育むために必要なことについて」 

「拘禁刑施行後も篤志面接活動を充実させることについて」 

 

(イ) 講演 

演題「矯正施設出所者の地域社会への再統合支援の在り方 

～ヨーロッパの経験～」 

講師 長崎大学 生命医科学域（保健学系）教授 大西 眞由美 氏 

 

 （２）本事業の成果 

① 第３８回全国篤志面接委員大会 

・基調講演について「更生保護の取組」と題した法務省保護局更生保護振興課長の

石川祐介氏の基調講演では、更生保護行政の現状や取組について丁寧に分かりやすく

解説がなされた。音響等のせいか、聞き取りにくかったとする意見があったが、内容

については更生保護の全体的な流れが分かって大変参考になったとの意見が多かった、

篤志面接委員にとっては、有益な事前情報が得られ、その後の円滑な活動に効果があ

ったものと思料される。 

・グループ別意見交換について 
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机を使用しないことで、文字どおり膝を突き合わせての討議ができて大変良かった 

とする意見が大半を占めた。参加した委員それぞれの活動の内容や思いを知ることが 

でき、篤面活動の深みを感じるとともに、持ち帰って他の委員に伝えたいと思うもの 

があったとの意見が多かった。意見交換の進め方等にいくつかの課題は残されたもの 

の、総じて良好であったとの意見で全員が一致した。 

・研修会全般について本大会の研修においては、できる限り活動内容が共通するよ

うに編成した小グルー 

プごとに意見交換を行うことにより、活発な発言がなされ、大変充実したものとなっ 

た。意見交換を通して、日頃単独で実施することの多い篤志面接活動を多様な視点か 

ら再認識し、各人の活動内容や指導方法を振り返る新たな視点や価値観を得ることに 

繋がったと思料される。総じて、本研修は所期の目的を達成したものと思料され、

今後も小グループによる意見交換を継続していくことにより、参加者のモチベーショ

ンが上がり、更に高い研修効果が得られることが期待されるとの結論に達した。 

② 令和７年度篤志面接委員初任者・リフレッシュ研修会 

講話については、いずれも参加者の研修ニーズに応えた内容であり、それぞれの

テーマについて理解が深まったと思料される。特に、拘禁刑に関する講話は、資料

も説明の仕方も工夫されており、参加者の満足度が高かったことから、次回以降の

同種講話を依頼するときの参考としたい。 

班別討議については、所属施設の種類と活動内容を可能な限り同じものとした班

別構成が奏功し、活発な意見交換が進んだと思料される。参加者はお互いの活動に

ついて情報や意見を交換することを通して、平素感じていた不安や疑問を解消し、

活動の社会的使命を再確認できたと思料される。 

③ 第３７回北海道矯正管区管内篤志面接委員研修網走大会 

本研修大会において、参加された篤志面接委員や施設職員同士の親睦が深まった

ほか、講演や各施設の研究発表等を通じて篤志面接委員の指導技能の向上や見識を深

めることができ、有意義な研修会であった。 

④ 第６７回東北矯正管区管内篤志面接委員研修山形大会「被害者の視点」と題

した片山氏の特別講演は、同氏の過去の経験に基づいた内容であり、加害者である被

収容者を対象に篤志面接活動を行っている篤志面接委員に関心を持って興味深く聞

いてもらい、被害者側の視点や期待することを知ることができ、今後の篤志面接活動

に役立てていける、有意義な講演であった。研究討議においては、活動内容別にグル

ープを構成し、１グループあたりの人員も５～６名としたことから、各委員の意見を
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述べる時間を十分に確保することができた。また、どのグループも活発な意見交換が

なされており、各自の活動について細かい部分まで共有することができた。本研修大

会によって、篤志面接委員としての指導技能の向上や見識を深めることができ有意義

な研修大会になったと思われる。 

⑤ 第６７回関東矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

講演の実施前に、関東矯正管区長及び当管区管内篤志面接委員協議会会長による

感謝状の贈呈式が行われた。 

講演では、つくばダイアローグハウス院長の斎藤環氏による、オープンダイアロ

ーグの成り立ちや、実践的、かつ、示唆に富んだ講演により、対話を通じて被収容者

を支援していくための新たな視点を獲得できた。本講演は、今後の篤志面接活動への

意欲及び面接技術を高める効果があったと思料される。また、自由討論会では、篤志

面接委員６～９名程度ずつ１０グループに分け、事前に希望を聴取したテーマについ

て討議した。また、各グループに施設職員２～４名が記録係及びアドバイザーとして

参加した。互いに交流のない委員同士が情報交換できる貴重な機会であり、自身の活

動の参考となる知識や技術について学ぶとともに、篤志面接委員としての責任の自覚

や意欲の喚起につながった。さらに、施設職員が参加することで、施設職員からの視

点を認識した上での連携を模索するきっかけともなった。 

⑥ 令和７年度中部矯正管区管内篤志面接委員研究協議会  本大会は、「時代に応じ

た篤志面接活動の意義と役割の再発見！！」を大会テーマ 

に、篤志面接委員の果たすべき役割について再考し、効果的な篤志面接活動、対象 

者の想いや言いたいことを聞く技術について研鑽すべく、「これからの社会のつなが 

りを求めて」をサブテーマとして実施した。 

・講演について 

講師として、富山大学教育学部講師（博士（心理学））の小澤郁美氏を迎え、「自

立を促す認知カウンセリング」を議題とし、認知カウンセリングの技法、自立性支

援の７つの側面及びメタ認知支援のポイントなど、心理学の見地からの講演をいた

だき、拘禁刑施行後の被収容者に対する各種指導や動機付け等の場面での活用が期

待でき、今後の篤志面接活動に大いに資するものであった。 

・意見発表及び意見交換等について 

まず始めに、それぞれの特色が異なる矯正施設所属の篤志面接委員３名（名古屋刑

務所所属の篤志面接委員である奥村幸司氏による「心掛けていること～共に成長を願

って～」を議題とする意見、三重刑務所所属の篤志面接委員である伊藤稔氏による「い
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ち篤志面接委員の現状活動からの意見」を議題とする意見及び瀬戸少年院所属の篤志

面接委員である小泉千景氏による「声で伝わる言葉の可能」を議題とする意見）から

それぞれ意見発表をしてもらい、大会テーマに即した実務経験からの意見を出席者と

共有することで、今後の篤志面接活動の在り方や問題点等の認識の共有を図ることが

できた。 

次いで、富山刑務所所長である小阪知晃氏による「拘禁刑下における矯正処遇の在

り方等について」を題材とした解説があり、本年６月から施行された拘禁刑下におい

て、これまで以上に矯正処遇、各種指導・支援の充実化が求められ、これに伴い、篤

志面接委員の役割も一層、重要視され、効果的な篤志面接活動につなげるための在り

方等について、出席者全員が再認識の上、個々で考え実践するきっかけとなったこと

が期待できた。 

・研修会全般について 

意見交換を実施したが、同意見交換を実施するに当たり、事前に本大会に出席す

る全ての篤志面接委員から大会テーマに即した意見の提出を求め、同意見を取りま

とめた意見要旨集を大会当日に席上配布し、同資料を用いながら、順次、出席委員

から熱意のこもった発言等をしてもらい、全出席者で今後の篤志面接活動で目指す

べき方向性や在り方などについて、認識の共有を図ることができ、非常に有意義な

ものとなった。 

⑦ 令和７年度近畿矯正管区管内篤志面接委員研究会 

講師として、株式会社良心塾代表取締役黒川洋司氏を迎え、これまで支援してき

た子供たちが、立ち直り社会復帰していく子や、残念ながら施設に逆戻りせざるを

えない子供たちとの関わり方について、自身の苦悩や反省を生かしながら、立ち直

らせようとする姿勢に感銘を受けた。また、４名の篤志面接委員がテーマを基に自

身の体験や経験を披露し、その後の、パネルディスカッションでは、様々な意見が

なされ、篤志面接委員の指導技能の向上や見識を深めることができ、有意義な研修

会であった。 

⑧ 第３８回中国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会 

研究討議においては、美祢社会復帰促進センターの佐藤委員から、ＰＦＩ施設に

おける篤志面接活動について発表がなされた。ＰＦＩ施設の概要や特徴、被収容者の

特徴なども説明され、刑事施設にも様々な形があることを実感できた。また、鳥取刑

務所の北村委員から、書道指導について、指導方法や指導の中で大切にしていること

など、これからの篤志面接活動に役立つ情報が満載であった。 
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記念講演においては、河本講師が代表を務める「一般社団法人ぐるーん」の活動と

して、乳児院や児童養護施設での抱っこ、食事や入浴の介助、掃除・洗濯、一緒に遊

ぶ、学習支援などできることは何でも行うといった説明がなされた。また、児童虐待

の件数や虐待が脳の発達に与える影響などの説明がなされ、愛着（アタッチメント）

形成の大切さについて教示いただいた。新しい取り組みである家庭訪問型子育てサポ

ート「ホームスタート」についても説明がなされ、社会的養護から社会的養育への願

いなどが説明された。我々篤志面接委員が接する被収容者にも愛着形成に問題がある

人たちが多く、今後の篤志面接活動において、目で、言葉で、心（存在）で、被収容

者と関わっていくことの大切さを学ぶことができた。 

研究討議及び記念講演などを通じ、総じて篤志面接委員の指導技能の向上や見識

を深めることができ、有意義な研究協議会であった。 

⑨ 第６４回四国矯正管区管内篤志面接委員研究協議会本研究協議会では香川大

学副学長の平野美紀教授による「多様な価値観の共生時代：社会の風を矯正に」と

いうテーマで基調講演がなされたほか、３名の篤志面接委員による研究発表がなさ

れた。 

平野教授による基調講演では、再犯防止に向けた施策の説明、再犯に至る経緯や再

犯者の特徴、平野教授が顧問を務める学生団体「さぬき再犯防止プロジェクト」の活

動紹介などが行われたところ、専門的なことを分かりやすく講演していただいた、学

生の再犯防止に向けた活動は興味深いとの意見があった。 

研究発表では、点字指導に関する内容、仮釈放前指導に関する内容について発表が

なされたところ、互いの篤志面接活動の理解につながり有意義であったとの意見があ

った。 

再犯防止に関する内容や篤志面接委員自身の活動に関する発表は、日頃の篤志面

接委員に関する活動に通ずるものであり満足度の高い協議会となった。 

⑩ 令和７年度九州矯正管区管内篤志面接研究会長崎大会 

令和７年６月１日、拘禁刑が施行され、受刑者の特性に応じた個別的で柔軟な処遇

の展開のため、全国の刑事施設で様々な取組みが進められているところであり、この

ような状況の中で、篤志面接委員についても時代に合わせた活動を進めていく必要性

が高まっている。そこで本大会では、少年施設と刑事施設を分けて分科会を行い、そ

れぞれの対象者に合わせ、より詳細に情報共有を図ることができるようにした。これ

までの篤志面接活動の振り返りのため、第１部の共通テーマは記６（１）のとおりと

し、第２部の選択テーマについては、活動を行っていく上での心構えや拘禁刑下の活
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動についての情報共有を図る目的で、記６（２）のとおりと設定したところ、いずれ

の分科会においても活発な意見交換が交わされた。 

また、２日目については長崎大学医科学域（保健学系）大西眞由美教授による講演

を行った。講演では、福祉制度に手厚い北欧の事例が紹介され、「社会を看護する仕

事」である保健師と刑務所等の矯正施設が連携して出所者の支援を行うことの重要性

が説明されていた。大会アンケートには、今後の篤志面接活動や施設運営の参考とな

ったとの感想が寄せられ、総じて、本大会は篤志面接委員の指導技能の向上や見識を

深められた有意義な研究大会であったと言える。 

 

 


